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1 コーディネート迅速コース、夏から導入へ 

2 WMDA 第５回国際骨髄バンク会議 

3 ４月のドナー登録状況 

 

 ３月 ４月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 2,702 2,087 187,639 237,410

患者登録者数 147 164 2,489 16,089

骨髄移植例数 73 58 - 5,547

 注）数値は速報値のため 

   訂正されることがあります。 
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日本骨髄バンクの現状（2004 年４月末現在） 

当財団は、100日プロジェクトの施策のひとつとして「迅速コース」を導入します。年間

800名程度と予測される、早期の移植を希望する患者さんに対応するためで、ドナーへの連

絡開始から骨髄採取まで80日を目標に設定、各行程ごとの期間管理を厳重に行おうという

ものです。早い段階でドナーの方に電話で骨髄採取までの詳細なスケジュール確認を行い

調整可能な方を対象とします（あくまでも、都合がつくドナーの方に限ります）。 

迅速コースは「100日プロジェクト」の根幹をなすもので、当財団がその体制整備に努力

していくことはいうまでもありませんが、実現には主治医の方々との連絡調整が不可欠で、

骨髄採取施設、調整医師のみなさまのご協力は欠かせません。なにとぞ、ご理解とご協力

をお願いいたします。 

 

４月のドナー登録者数は 2087人、取消者数は 630人、実質増加数は 1457人で前年同月の登

録者数を 37.9％上回りました。今年に入り固定窓口での登録者が前年を上回る傾向が続いていま

すが、４月は全体の約72.8％が固定の窓口での登録者でした。公共広告機構のＣＭが大きく露出し

ているなか、登録に便利な献血ルームでの新規登録場所が３月からは東京で４ヵ所、４月からは大

阪の７ヵ所をはじめ増加したこと、例年同様、４月は登録会開催が年度始めのため少なかったことな

どがその要因と考えられます。登録会は石川 10回、東京９回、沖縄７回、福島、新潟各５回など計

61 回実施され（うち献血併行型は 54回）、登録者数は合計 567 人でした。 

５月 28～29 日、慶応大学三田キャンパスで、国際骨髄バンク会議が開催されることにな

りました。World Marrow Donor Association が主催するこの会議は、２年に１度、世界の

造血幹細胞移植に関わる専門家や関係者を集め、意見交換や情報共有の場にしようという

もので、今回アジアでは初めての開催地に日本が選ばれました。プログラムには「アジア

における骨髄バンクの現状」など、ご当地ならではのテーマも。わたしたちが世界骨髄バ

ンクの一員として、その役割を再認識する機会となりそうです。詳細は 5th International 

Donor Registry Conference（http://www.lbs-congre.co.jp/idrc/）で。 
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４月下旬～５月上旬に、相次いで標記ニュース報道があり、関係者の皆様からの問い合

わせが寄せられています。現在の状況と当財団の考え方をご説明します。 

１）当財団は、さい帯血バンクネットワークと協議しながら、造血幹細胞移植後のドナー

由来細胞と推定されるがん等の発生機序、ドナーへの説明方法やフォローアップ等に

ついて、関係学会に調査依頼をすることにいたしました。 

造血幹細胞を移植後、白血病や骨髄異形成症候群という「がん」が発生することがあ

ります。そのがん細胞が患者さんの細胞か、提供者（ドナー）からの移植細胞かはわ

かりますが、ドナー由来の細胞が「がん化」するメカニズムはよくわかっていません。

また、提供者にそうしたがんが発生する可能性は低いと推測されているところです。

２）移植成績は、毎年「日本骨髄バンクを介した非血縁者間骨髄移植の成績」を取りまと

め、報告書で公表しており、昨年４月からは、施設ごとの移植成績・生存状況（疾患

別・リスク別）をホームページで公表しています。さらに本年度は、医療委員会が各

病院の移植成績等の解析を行い、今後の情報公開の方法を検討していくことになって

います。 

5 イベントの報告とお知らせ 

１）難病の少女との交流をきっかけにドナー登録をした元「X JAPAN」のメンバーhide さん

の七回忌イベント「hide Memorial Day」が命日の５月２日、神奈川県横須賀市の hide

ミュージアムで営まれました。当日は hide ミュージアムさまのご厚意で、横須賀うみ

かぜ公園の店舗スペースをお借りし、来場した hide ファンのみなさんに骨髄バンクの

PR を行いました。 

２）昨年度より株式会社ジー・エフ及び傘下 300社のご協力により、自動電話応答システムを利用

した骨髄バンクの登録を呼びかける「電話 100万コールキャンペーン」を実施しています。４月

15日からは、歌手の大泉逸郎さんが、息子さんへの骨髄提供の経験をお話して、ドナー登録の

必要性を訴え、骨髄バンクフリーダイヤルをご案内しています。一人でも多くの協力者が現れる

ことを、大泉さん、ジー・エフの皆様とともに願っています。 

傍聴をご希望の方は、事前に財団事務局までお申込みください。 

 公開・非公開 開催予定 

医療委員会 一部非公開 ６/５（土）10：30～14：00  廣瀬ビル ２階会議室 

常任理事会 公開 ６/12（土）10：00～13：00  廣瀬ビル ２階会議室 

 

6 各委員会開催予定 

4 移植細胞が「がん化」、「各移植病院成績公表へ」の報道について


